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タイトル由来　みんなが“わかちあう”大切さを持って、男女が協力しながら、男女共同参画社会をつくっていけたらとの願いが込められています。

　下野市のホームページから「シェアリング」
バックナンバーがご覧いただけます。

〒329-0492　下野市笹原26番地　　0285-32-8887　　0285-32-8606
　shiminkyoudousuishin@city.shimotsuke.lg.jp
下野市男女共同参画情報紙編集委員会（小林優作 / 髙橋奏音 / 渡邊樹里 / 高瀬容子）企画・編集

下野市総合政策部市民協働推進課発行・事務局

　男女共同参画情報紙「シェアリング」をお読みいただきありがとうございました。本情報紙は、２月と８月の年２回発行しています。
より充実した情報紙を作成していくため、皆様からのご意見・ご感想を下記事務局までお聞かせください。３月末までにお送りいた
だいた方に粗品をプレゼントします。

ご意見・ご感想をお寄せください

⑥家でのお手伝いを
　しているかどうか

⑦❻でしている場合には、
　何をしているか（複数回答可）

編集委員コメント
　今回の調査はイベントの合間に行っていたこともあり、42名全員にお手伝いの有無を訊くことはでき
ませんでした。一部の回答結果ではありますが、編集委員が予想していたよりも多くの小学生が家でお
手伝いをしていることが分かりました。また、お手伝いについて性別の違いはないように見受けられます。
　編集委員の中では「昔と比べてお手伝いをする子どもが増えていると思う」という意見が出ました。
これは共働き世帯が増えたことや祖父母が同居していないことなどが関係しているのかもしれません。

小学生・保護者の皆様、調査へのご協力ありがとうございました！

　編集委員の小林です。皆さんは冬に楽しみにしていることはありますか？私の冬の楽しみはウルトラマンです。
ウルトラマンシリーズは７月に放送開始し１月に完結するのが例年の流れで今年も１月にウルトラマンアークが
完結しました。また、完結に先駆けて年末年始に開催されているのがウルトラマンニューイヤーフェスティバルで、
ヒーローショーを中心に１日中ウルトラマンの世界を楽しむことのできるイベントです。ウルトラマンと聞くと
男の子の憧れというイメージが強いですが、実は近年では女性ファンが急激に増えています。実際に会場では約
半分の来場者が女性でした。
　趣味には周りの環境がとても大きな影響を与えていると感じています。その趣味は本当に本人がやりたかった
ことなのでしょうか。性別や周囲の目を理由にして本当にやりたい事、好きなものを避けていたのではないでしょ
うか。周りの意見や自分の中のイメージで判断するのではなく、実際に自分の目で見て確認すれば自分の味方は
必ず見つかります。自分の中の好きだと思った気持ちを大切にすることは生活を豊かにすることでもあります。
年齢、性別は忘れて本当に好きな趣味を探してみませんか。
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8% 1 位 食事の準備・片づけ 10 票

2 位 風呂掃除 8 票
3 位 洗濯物を干す・たたむ 4 票

何色が見えますか？



これって「あたりまえ」??

あなたにも
こんな経験ありますか？

きまりやイメージの「あたりまえ」とは
どんなことでしょう？

それが「あたりまえ」だと困るのは
どんな人たちで、

どうしたら解決するでしょう？

　就職活動を始めました。
　会社説明会や面接で着るために、リクルートスー
ツを買おうと思います。
　普段はスカートよりもズボンをはくことが多いの
で、パンツスーツを選びました。でも、「女性はスカー
トの方が無難だ」とか、「女性の靴は、かかとが高い
ものを履くのがマナーだ」とか、いろいろな話が耳
に入ってきて悩んでいます。
　もちろん、面接では良い印象を持たれたいけれ
ど、服装のあたりまえって何で決まるのでしょうか。

　レストランで働いています。
　小さいお子様用に、水色とピンク色の取り分け皿
を用意しています。ある男の子が来店した際、いつ
もと同じように取り分け皿をもっていきました。する
と、お母さんから「どうしてピンクなのですか。この
子は男の子です。違う色にしてください」と言われま
した。その日はお店が混雑していたこともありピン
ク色のお皿しか残っていなかったので「申し訳ござ
いません。この色のお皿しかお出しできるものがご
ざいません」とお伝えしました。
　「男の子は水色で、女の子はピンク色」というイ
メージが強いのかな？

　男性の保育士や看護師、女性の消防士や運転士
などを見かけることがあります。昔は保母や看護婦
など、性別のイメージが固定されている職種も多
かったのですよ。　
　若い女性社員は個人の能力に関係なく、男性と同
じ仕事はせずお客さんや他の社員にお茶を淹れた
り、コピーを取る雑用係をしていた時代もありました。
　当時は、何の抵抗もなかったし、「なぜ？おかしい
な？」とも感じませんでした。思えば、「時代の流れ」
だけでは済まされないことでした。
　今は男女雇用機会均等法（昭和61年施行）があ
り、男女の区別なく、自由に職業が選択できる時代
になってきているのは良いことですよね。

　私の友達のAさんは、男の子として生まれたけど
女の子として生活することを望んでいて、中学生に
なってからは女子の制服を着て通っています。　
　友達のＢさんは、電車で盗撮されそうになったこ
とがあって、制服のスカートを履いていくのが嫌な
んだと言っていました。　
　私は男がズボン、女がスカートの制服を着ること
について何も考えないで過ごしてきたけど、「あた
りまえ」だと思っていたことが「あたりまえ」じゃない
のかも？

服装の「あたりまえ」って？

男の子の色？ 女の子の色？

働き方は性別では決められない？

それぞれ違っていいんじゃない？

2019年 8月号

2019 年 8月号 のシェアリングでは、『これって「あたりまえ」？』
と題して、ジェンダーにかかわる問題を扱いました。その中には、「男
の子の色？女の子の色？」として、ジェンダーごとに色のイメージ
が与えられているというお話を取り上げました。
それから 5 年半が経ちましたが、ジェンダーごとに対する色の
イメージは変化したのでしょうか。また編集委員の話し合いでは、
「保育士や幼稚園教諭は子どもたちの名前を呼ぶときに、家で呼ば
れているあだ名か「さん付け」で呼んでいる」こと、「大学生が行
う教育実習では、児童・生徒を必ず「さん付け」で呼ぶよう指導さ
れている」ことなどが共有されました。
この話し合いから、日本全体ではまだまだジェンダー不平等が叫
ばれる現在でも、小学生までの子どもたちはジェンダー平等に近い
状態にあるのではないか？と予想しました。　
そこで今回は小学生に対してインタビューを実行し、私たち編集
委員の予想と実態はどのように異なるのか、未来の世代である小学
生はジェンダー平等に近い状態にあるのか、について調査しました。

性別とイメージ

調査日・場所

調査結果

質問事項

1年生 1名
2年生 1名
3年生 4名
4年生 5名
5年生 1名
6年生 4名
不　明※ 26名
　  計 42名

小学生 42名にインタビューを行いました。

①学年
②性別（自称、あるいは格好から判断）
③好きな色
④ランドセルの色
⑤❹に決めた時の家族の反応
⑥家でのお手伝いをしているかどうか
⑦❻でしている場合には、何をしているか

・10月 20 日 下野市市民活動センター
  しもぷらフェスタ“2024”
・11月 3 日 吹奏楽フェスティバルinグリムの森
・11月 某日 下野市内の編集委員自宅周辺

　「似合ってるね」「良い色だね」など肯定する
声が多く見られました。
　また、他の色を薦める声もありました。

①学年

③好きな色（複数回答可・上位 5 位まで）

②性別（自称、あるいは格好から判断）

1 位 水色 8 票
2 位 紫系（紫・薄紫） 6 票
3 位 白 4 票
 〃 緑系（緑・エメラルドグリーン） 4 票
5 位 ピンク 3 票
〃 黒 3 票

男子 16 名
女子 26 名

1 位 青 6 票
2 位 水色 4 票
3 位 黒 3 票
 〃 黄色 3 票
5 位 赤 2 票

男子 女子

④ランドセルの色

⑤❹に決めた時の家族の反応

男子 女子 1 位 紫系（紫・薄紫・ラベンダー） 8 名
2 位 ピンク 5 名
3 位 水色 3 名
 〃 赤系（赤・チェリー色） 3 名
 〃 茶色系 3 名
 （茶色・ピンクっぽい茶色・キャメル）

 〃 緑系 3 名
  （エメラルドグリーン・ミントグリーン）

7 位 白系（パールホワイト） 1 名

1. 好きな色とランドセルの色　
　私たち編集委員は、好きな色とランド
セルの色が一致しているのかを調べまし
た。
　回答をまとめると、
・男子は、好きな色は青や水色が多く、
ランドセルの色は黒系が多い

・女子は、好きな色は水色と紫系が多く、
ランドセルの色はピンク系が多い

　という結果になりました。

　個別の回答では、好きな色とランドセ
ルの色が異なる回答も見られました。こ
の調査では、ランドセルを選んだ時の経
緯や当時の色の好みまでは分かりません
が、好きな色とランドセルの色が一致し
ないのは、家族や友達などの周りの影響
があるのかもしれません。

2. 保護者の意見
　自分たちの好みや子どもに合うような色を薦めたり、
男子には昔の名残から黒を薦めたりしている場合もあれ
ば、子どもの意見を尊重し子どもの好きな色や個性を大
切にしているという声もありました。

3. 多様性
　ランドセルのカラーバリエーションが豊富になったこ
とで、性別関係なく多様な色を選べるようになっている
ことが分かりました。
　昔は「男子は黒」、「女子は赤」などといったものが定
番でしたが、最近では紫、茶色、エメラルドグリーン、
白などの色も注目されているようです。
　編集委員の中では「私が小学生だった頃は、クラスの
女子の約 9 割がピンクや赤を選んでいて、他の色はあま
り見られなかった」といった意見が出ました。ランドセ
ルの色は時代の価値観や子どもの好みが多く反映されて
いると感じました。

3

編集委員コメント

※イベントの合間に行った調査では学年を訊くことができず、半分以上が不明となっています。

1 位 黒系 12 名
　　　　 （黒・黒とアクセントカラー（赤・青・茶色））

2 位 青系（青・藍色） 3 名
3 位 緑系（深緑） 1 名


